
  



 



  



 

府中市の南に接する多摩市、聖蹟桜ヶ丘付近や永山付近、多摩センター付近と見どころ
はいろいろありますが、今回は市の中間部を多摩センターから横断してみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

≪ハラハラドキドキ≫ 初一人旅。方向 

音痴の私が、一念発起。多摩市にある“揚
げではなく焼きかりん糖”という発想が
面白いと感じ、扱っているお店を探して
いざ永山駅へ。が、直ぐに迷子になるの 

でバスで行った。案の定お店が判らず一 

騒動。アンテナショップ・ポンテでは多摩の特産品や新
しい動きについて色々聞いた。帰りもバス。車窓の景色
を見ながら、帰る迄に何人の人に聞くだろう？と。今４
人。うーん。駅に着いてからも案内標識が見当たらず又
聞いた。結局 5人。帰宅後直ぐにお茶タイム。温かい対
応をして下さった方々に感謝しつつ、美味しく新商品の
「永どんクッキー」を食べた。縮んだ寿命が伸びた。 

 後日散策仲間で、パリーン・ポリポリ～。（山田詩子）         

≪多摩市での印象≫ 今回の多摩市散策で印象に残っ
た事がある。 

一つは多摩センター駅近くの「縄文の
森」。ここには竪穴住居などが復元され、
実際中に入って古代人の生活を体感でき
る。たまたま保守管理の人に出合い、復元
物の傷み具合や傷む原因など熱心に教え 

られた。例えば茅葺屋根に生えた植物を良かれと思って
抜いたりすると、深く張った根のせいで大穴が開いてし
まうらしい。また、損傷箇所が増えると復元作業をした
人からクレームが来るとのことで、その後はにわかに保
守する立場の視点に変わり細部も注視することにした。 

次は、旧多磨聖蹟記念館。明治天皇の多摩行幸を記念
して昭和 5年竣工のユニークな洋風建築物。建物そばに
は椅子に腰掛け、望遠カメラを構えた人がいた。思わず
「狙いは何ですか？」と問うと「自分でも何が現れるか
判らない」の返事。趣味？とは言え寒くなってきた２月
の夕暮時のじっと辛抱は大変だと感心した。（竹村 稔）         

隣接市の“学びのスポット”巡り～多摩市編 ふちゅう東西南北 

≪都立埋蔵文化財センター≫ 多摩センター駅から東
方面に５分ほど歩くと左側にあります。そこは展示コー 
ナーになっていて、多摩ニュータウン遺跡から出土した 
縄文土器や農機具などが展示されています。 

 隣接した場所に遺跡庭園「縄文の村」があり、敷石住
居、竪穴住居２棟が復元されています。敷石住居の室内
の面積は約８㎡、竪穴住居は約 20㎡と約 18㎡で、竪穴
住居には５～６人住めたそうです。中に入ってみると暗
く電気をつけないと足元も見えません。当時の暮らしは
どんなだったのでしょうか。そのヒントが展示コーナー 

にありました。火おこしの道具や黒曜
石で作ったヤリ先、土器製の食器類、
藁で編んだかご等々。ヤリで動物や鳥
を捕まえ、毛皮にしたり肉を食べたり
していたのでしょう。木の実を拾い料
理をしていたのでしょうか。 

 現在の私たちは電気をつければ明るくなり、蛇口を回
せば水が出てガスをつければ火がつきすぐ料理が出来
ます。当時の暮らしはいかに大変だったことでしょう。
そんなことを思い起こせば多少の苦労は頑張れそうな
気がしてきました。（井口文江） 


